
 
 
 
 
 

この地球上で、この場所で 

             こうして出会えた奇跡に感謝 

              こうしてかかわり合うことが 

               できる縁を大事にしましょう 

 平戸市立大島中学校 

 令和２年度学校だよりＮｏ２ 

 令和２年４月８日 

 文責 校長 吉尾直樹   

おだやかな春の日差しの中、７名の新入生が校門をく

ぐり、全校生徒２２名がそろい、令和２年度がスタート

しました。 

後輩たちに頼られる先輩になりたいという思いの詰ま

った温かな歓迎のことば、新入生代表のきびきびとした

力強い誓いのことば、どちらもすばらしいものでした。 

コロナウイルス感染症

対策のため、ご来賓に出

席いただくことはかない

ませんでしたが、１年生７名、そして大島中２２名の今年度の活躍にご期待

いただくとともに、応援をお願いいたします。 

入学式にあたって校長からは、中学校３年間で「自立」と「自律」の力を

つけるように努力しましょうと話しました。生徒の中には高校進学を機に親

元を離れ、一人で暮らす生徒がいます。そうした時に、自分で考え行動する

こと、自分をコントロールすることはとても大切です。きちんと起きて、ご

飯をバランスよく食べ、運動と学習、さまざまな学校行事に自分から取り組

む経験を通して、自立した人になってください。３年間はあっという間、一

日一日をみんなの手で「最高の一日」にしましょう。 

中学校では二人担任制を行っています。これは、複数の目で学級の子ども

たちを見つめ支えるとともに、クラス替えがない子どもたちに多くの担任の

先生と出会ってほしいということからです。７名の生徒と１年担任の中尾美

和先生、三根祐太郎先生が一緒になって、どのような学級をつくっていくの

かとても楽しみです。 

22 名の新しい物語の始まりです 

             ４月７日 入学式 


